
5/15/22               ｢涙の⼣暮れ 喜びの朝明け｣                 詩篇 30 篇 
  
テーマ：どんな時も神様に対して感謝を捧げる者として歩む 
 
●表題：｢ダビデの賛歌。家をささげる歌｣ 
※2 サムエル 5:11-12 
｢ツロの王ヒラムは、ダビデのもとに使者を送り、杉材、⼤⼯、⽯⼯を送った。彼らはダビデのために王宮を建てた。ダ
ビデは、主が彼をイスラエルの王として堅く⽴て、ご⾃分の⺠イスラエルのために、彼の王国を盛んにされたのを知っ
た。｣ 
 
※1 歴代誌 22:7; 8-10 
｢ダビデはソロモンに⾔った。「わが⼦よ。私は、わが神、主の御名のために宮を建てようとする志を持ち続けてきた。
…ある時、私に次のような主のことばがあった。『あなたは多くの⾎を流し、⼤きな戦いをしてきた。あなたはわたしの
名のために家を建ててはならない。あなたは、わたしの前に多くの⾎を地に流してきたからである。⾒よ。あなたにひと
りの⼦が⽣まれる。彼は穏やかな⼈になり、わたしは、彼に安息を与えて、回りのすべての敵に煩わされないようにす
る。彼の名がソロモンと呼ばれるのはそのためである。彼の世に、わたしはイスラエルに平和と平穏を与えよう。彼がわ
たしの名のために家を建てる。…｣ 
 
(※1 歴代誌 22:14) 
｢⾒なさい。私は困難な中にも主の家のために、⾦⼗万タラント、銀百万タラントを⽤意した。また、⻘銅と鉄はあまり
に多くて量りきれない。それに、⽊材と⽯材も⽤意した。あなたが、これらにもっと加えてほしい。｣ 
 
 
○ダビデの模範：神様に感謝を捧げるべき三つの理由 
 

1. 神様が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を与えてくださるから(1-5) 
※箴⾔ 20:5 
｢⼈の⼼にあるはかりごとは深い⽔、英知のある⼈はこれを汲み出す。｣ 
 
※創世記 50:2 
｢ヨセフは彼のしもべである医者たちに、⽗をミイラにするように命じたので、医者たちはイスラエルをミイラにした。｣ 
 
※エレミヤ 3:22 
｢背信の⼦らよ。帰れ。わたしがあなたがたの背信をいやそう。」「今、私たちはあなたのもとにまいります。あなたこ
そ、私たちの神、主だからです。｣ 
 
※イザヤ 53:5 
｢しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。｣ 
 
※1ペテロ 5:5 
｢…神は⾼ぶる者に敵対し、へりくだる者に恵みを与えられるからです。｣ 
 
※2コリント 4:17 
｢今の時の軽い患難は、私たちのうちに働いて、測り知れない、重い永遠の栄光をもたらすからです。｣ 
 
※1ペテロ 1:6-7 
｢…いまは、しばらくの間、さまざまの試練の中で、悲しまなければならないのですが、あなたがたの信仰の試練は、⽕
で精錬されつつなお朽ちて⾏く⾦よりも尊く、イエス・キリストの現れのときに称賛と光栄と栄誉になることがわかりま
す。｣ 



 
 

2. 神様が＿＿＿＿＿＿＿＿＿を通して⼼を砕いてくださるから(6-10) 
※申命記 8:11-14 
｢気をつけなさい。私が、きょう、あなたに命じる主の命令と、主の定めと、主のおきてとを守らず、あなたの神、主を
忘れることがないように。あなたが⾷べて満ち⾜り、りっぱな家を建てて住み、あなたの⽜や⽺の群れがふえ、⾦銀が増
し、あなたの所有物がみな増し加わり、あなたの⼼が⾼ぶり、あなたの神、主を忘れる、そういうことがないように。｣ 
 
※エレミヤ 22:21 
｢あなたが繁栄していたときに、わたしはあなたに語りかけたが、あなたは『私は聞かない』と⾔った。わたしの声に聞
き従わないということ、これが、若いころからのあなたの⽣き⽅だった。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 神様が＿＿＿＿＿＿＿を与えてくださるから (11-12) 
※創世記 37:34 
｢ヤコブは⾃分の着物を引き裂き、荒布を腰にまとい、幾⽇もの間、その⼦のために泣き悲しんだ。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○まとめ 
 


